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元
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所
在
地
　
　
　
兵
庫
県
加
古
川
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野
口
町
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元

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
四
年

（平
１６
）
入
月
～
二
〇
〇
五
年
九
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
兵
庫
県
教
育
委
員
会
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所

４
　
調
査
担
当
者
　
岡
田
章

一
・
渡
辺
　
昇

・
西
日
圭
介

・
山
上
雅
弘

・

長
濱
誠
司

・
鐵
　
英
記

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
～
鎌
倉
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

坂
元
遺
跡
は
、
加
古
川
の
東
約

一
ｋｍ
の
沖
積
地
及
び
段
丘
面
に
立
地
す
る
。

縄
文
時
代
晩
期
か
ら
中
世
に
至

る
複
合
遺
跡
で
あ
る
が
、
遺
跡

の
中
心
は
奈
良
時
代
で
あ
る
。

遺
跡
の
南
側
に
は
古
代
の
山
陽

道
が
通
っ
て
お
り
、
山
陽
道
に

面
し
て
い
る
こ
と
が
遺
跡
の
大

き
な
特
徴
で
あ
る
。
南
東
四
〇

〇
ｍ
に
は
賀
古
駅
家
に
比
定
さ

れ
て
い
る
古
大
内
遺
跡
が
所
在

す
る
。

調
査
の
結
果
、
奈
良
時
代
以
前
で
は
縄
文
晩
期
の
埋
養
と
弥
生
時
代
中
期
後

半
の
方
形
周
溝
墓

・
駐
穴
住
居

。
水
田
を
、
古
墳
時
代
で
は
竪
穴
住
居

・
掘
立

柱
建
物

・
埴
輪
窯

・
水
田
を
検
出
し
た
。
奈
良
時
代
の
遺
構
は
、
前
半
と
後
半

に
分
け
ら
れ
、
遺
構
の
主
軸
方
向
を
大
き
く
変
え
て
い
る
。
前
半
は
ほ
ぼ
南
北

方
向
に
主
軸
を
と
っ
て
お
り
、
竪
穴
住
居

・
掘
立
柱
建
物

・
水
田
を
検
出
し
た
。

後
半
は
主
軸
を
約
四
五
度
変
え
、
古
代
の
山
陽
道
と
同
じ
方
位
を
と
る
掘
立
柱

建
物
や
水
田
を
検
出
し
た
。
今
回
の
調
査
で
奈
良
時
代
を
通
し
て

一
〇
〇
棟
以

上
の
掘
立
柱
建
物
を
確
認
し
た
。
総
柱
建
物
が
数
椋
あ
る
が
、
大
半
は
側
柱
建

物
で
あ
り
、
そ
の
多
く
は
二
間
×
三
間
で
あ
る
。
本
遺
跡
で
は
そ
の
後
平
安
時

代
中
頃
前
後
に
生
活
痕
跡
が
中
断
し
、
後
期
か
ら
再
度
居
住
が
始
ま
り
、
掘
立

柱
建
物

・
水
田
が
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

木
簡
は
、
奈
良
時
代
の
遺
跡
中
心
部
分
で
あ
る
西
側
の
低
地
か
ら
四
点
出
土

し
た
。
奈
良
時
代
後
半
に
は
五
六
ｍ
四
方
の
溝
に
囲
ま
れ
た
中
心
地
域
の
西
側

が
段
丘
面
に
な
っ
て
お
り
、
ニ
ユ
副
後
の
段
差
が
あ
る
。
木
簡
は
す
べ
て
奈
良

時
代
後
半
の
層
か
ら
の
出
土
で
、
共
伴
遺
物
に
は
墨
書
土
器

・
土
馬

・
軒
平
瓦

（播
磨
国
府
系
瓦
）
。
斎
串
な
ど
が
あ
る
。
隣
接
地
か
ら
は
、
和
同
開
弥

。
円
面

硯

・
稜
椀
も
出
土
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容
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“

)(3)(2)ω
②
は
ほ
ぼ
同
種
同
形
の
も
の
で
、
板
目
材
で
頭
部
は
九
く
、
左
右
に
切
り

込
み
を
入
れ
て
い
る
。
基
部
は
直
線
で
な
く
、
両
側
か
ら
削
り
尖
ら
そ
う
と
し

て
い
る
が
先
端
は
直
線
で
あ
る
。
墨
痕
が
残

っ
て
い
る
だ
け
で
、
保
存
状
態
は

悪
い
。
ω
は

「急
々
如
律
令
」
と
記
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
、
同
形
同
大
の
②

と
と
も
に
、
呪
符
で
あ
ろ
う
。
①
は
板
材
で
丁
寧
な
作
り
で
は
な
く
、
平
坦
で

な
く
曲
が
っ
て
お
り
、
下
端
は
尖
ら
せ
て
い
る
。
長
大
な
木
簡
で
あ
る
が
、
判

読
で
き
な
い
。
い
は
短
冊
型
で
薄
く
丁
寧
な
つ
ぐ
り
で
あ
る
。
板
目
材
で
表
裏

両
面
に
墨
痕
が
認
め
ら
れ
る
が
、
内
容
は
不
明
で
あ
る
。
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(4)赤外線斜光撮影


